
警告:
Xviveビデオシステム用ワイヤレスオーディオを
ご使用になる前に、取扱説明書をよくお読みください。

重要な安全上の注意事項を必ずお読みください。
この説明書をよく読んで安全な場所に

保管してください。

FCC 認証

特徴

U5トランスミッター: 基本操作

U5レシーバー: 基本操作

U5トランスミッター: ディスプレイ

2.4GHzスペクトラムの概要と干渉

警告
感電の恐れがありますので
分解しないでください

認証

無線認証: FCC Part 15.249, FCC Part 15 B, RSS-210(Canada), EN 300 
440 (Europe), EN 301.489 (Europe), MICNotice No.88 Appendix 
No.43 (Japan)

リチウムイオン充電池の安全上の注意

U5ビデオ用ワイヤレスオーディオシステムは、付属のラベリアマ
イク（ベルトパックトランスミッター）からデジタル一眼レフカメラ
やオーディオ機器に接続したレシーバーに、ワイヤレスで音声を
送信することができます。大型の「U5T2」では、ベルトパックトラ
ンスミッター2台とラベリアマイク2台がセットになっており、2台
のラベリアマイクやレシーバーからワイヤレスで信号を送ること
ができます。U5T2セットには、2台のベルトパックトランスミッタ
ーと2台のラベリアマイクが含まれており、2台のラベリアマイク
やその他のオーディオソースからデジタル一眼レフカメラやオー
ディオ機器にワイヤレス信号を送信できます。追加でU5レシー
バー（U5R）を用意すれば、2台のデジタル一眼レフカメラやオー
ディオ機器に音声信号を送ることができます。U5レシーバーの
シューマウントは、あらゆるデジタル一眼レフカメラに接続でき
ます。独自開発の充電式リチウムイオン電池「Xvive U5B」は、
最大5時間の連続駆動が可能です。U5Cバッテリーチャージャ
ー（別売、U5Bバッテリー3個付き）を使用すれば、バックアップ
用のバッテリーを充電して、システムを継続的に操作することが
できます。U5システムは、2.4GHzワイヤレスバンドでハイレゾリ
ューションオーディオを確実に伝送し、ビデオ撮影、ライブストリ
ーム、インタビュー、スポーツイベント、結婚式などに使用するこ
とができます。

- 2.4GHzワイヤレスオーディオ、トゥルーダイバーシティを
  両チャンネル同時に使用可能
- ラベリアマイクまたはライン入力で使用可能
- 高解像度の24ビット/48kHzオーディオ
- TRSステレオ3.5mm出力
- デジタル一眼レフカメラのビデオ撮影やライブ中継に適した
  デュアルチャンネルレシーバー
- Xvive U5B充電式リチウム電池で最大5時間の連続使用が
  可能
- 6ms以下のレイテンシー
- 最大6チャンネルの同時運用が可能(3台のレシーバーを使用)
- マイクモードのダイナミックレンジは99dB、ラインモードのダ
  イナミックレンジは107dB
- マイクモードのS/N比は95dB、ラインモードのS/N比は107dB
- 20Hz～20kHzの幅広い周波数特性、マイクモードには
  100Hzのハイパスフィルターを装備
- 100フィートの範囲でしっかりとしたRF接続が可能
  （実際の範囲は、RF信号の吸収、反射、干渉に左右されます)
- ステレオおよびモノラル出力モード

1) 受信ユニットとルーターなどの他のWiFiトランスミッター
    との間に3メートル以上の距離を保つ。
2) 他のWiFi製品との干渉を避けるため、チャンネルを変更
    する。
3) 他のWiFiシステムからの環境干渉がある場合は、受信ユ
    ニットとトランスミッターの距離を短くする。

U5は、Wi-FiやBluetoothなどの無線機器が使用している
2.4GHz帯のISMバンドで動作します。2.4GHzはオープン
バンドであり、世界中で使用するためのライセンスは必要あ
りません。

トラブルシューティング

画面表示は3つの部分に分かれています。
トランスミッター1の情報、レシーバーのバッテリー残量、そしてトランス
ミッター2の情報です。

① T1 RFチャンネル表示：
トランスミッターとペアリングする場合は、チャンネル切替ボタンを押し、
トランスミッターとレシーバー2台とも同じチャンネルを選択。
②T1チャンネルの出力ゲイン：
トランスミッターの出力ゲインコントロールを使ってレベルを変更します。
③T1チャンネルのトランスミッターバッテリー残量：
接続に成功すると、ペアリングされたトランスミッターのバッテリー残量
が表示されます。U5トランスミッターのバッテリーレベルのみ表示され、
U3およびU4トランスミッターのバッテリーレベルは表示できません。
④ T1のチャンネルクリップとOFF表示：
・OFF：チャンネル切替ボタンを3秒間押すと、T1チャンネルが閉じます。
・出力クリップ：ピーク表示。クリップLEDが点灯した場合、サウンドレベ
ルが許容できるダイナミックレンジを超えており、歪みが発生する可能性
があります。

⑤ T2チャンネル表示：2つ目のトランスミッターのチャンネル、
    ゲイン、バッテリー残量を表示します。
⑥ レシーバーのバッテリー残量
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■2.4GHzの周波数表

* U2の1-4チャンネルはU3/U3C/U4/U5の1-4チャンネルと同じです。
U2/U3/U3C/U4とU5は同時に最大6セット（6波）まで使用可能です。

 

 

�

�

�

�

�

�

��



��

��

�

�

� 


�

� �

� �

U5レシーバー: ディスプレイ

LV1 ラベリアマイクロフォン

U5B バッテリー
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問題：音が出ない

解決方法
・入力端子にオーディオソースが接続されているか、マイクや
  ライン入力機器が正しく接続されているかを確認してください。
・トランスミッターの入力ゲインを適切な値にしてください。
・トランスミッターとレシーバーのミュートスイッチがオフになって
  いるか確認してください。
・レシーバーの音声出力がカメラなどの録音機器に正しく接続さ
  れていることを確認します。
・レシーバーのゲインを適切なレベルまで上げてください。
・トランスミッターとレシーバーの電源スイッチが両方ともオンに
  なっていること、および電池が少なくとも部分的に充電されてい
  ることを確認します。部分的に充電されていることを確認してく
  ださい。
・トランスミッターとレシーバーのチャンネルが同じであることを
  確認してください。

問題：音声の乱れ

▶解決方法
・カメラの自動音量調整機能をオフにして、手動調整にしてください。
・レシーバーの出力レベルを下げてみる。
・トランスミッターの入力モードをMicまたはLineに設定してください。
  を確認してください。
・トランスミッターの音量を下げてみる。

問題：声が小さすぎる
▶解決方法
・カメラの入力レベルを上げる。
・レシーバーの出力レベルを上げる。
・トランスミッターの入力ゲインを上げる
・【クイックスタート】を参照

問題：信号が不安定になる。RF LEDが点滅している。

▶解決方法
・【2.4GHz スペクトルの概要と干渉】を参照

問題：多重接続

▶解決方法
・レシーバーのチャンネルを、受信したいトランスミッターと同じ
   チャンネルに設定してください。

日本語マニュアル

�����������������
����������������

����������������

�



��

��

�

��

��

�����

注意: 
火災や感電の危険を避けるため、ネジを外さないでください。
内部にはユーザーによる調整を必要とする部品はありません。
修理は資格を持ったサービススタッフにご依頼ください。

注意: 
火災や感電の危険を避けるため、本機を雨や湿気にさらさないで
ください。

このクラスBデジタル機器は、カナダICES-003に準拠しています。

このデバイスには、カナダのInnovation, Science and 
Economic Development　Canadaのライセンス免除のRSSに
準拠したライセンス免除のトランスミッター／レシーバーが含まれ
ています。操作には以下の2つの条件があります。
1. このデバイスは干渉を起こさないこと。
2. 本機は、以下の干渉を含め、あらゆる干渉を受け入れなければ
ならない。

本機は、本機の望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉
を含め、あらゆる干渉を受け入れなければなりません。

このデバイスは、米国連邦通信委員会規則のパート15に準拠して
います。操作は以下の2つの条件に従うものとします。
(1)本機が有害な干渉を起こさないこと。
(2)本機は、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含
め、受信したあらゆる干渉を受け入れなければならない。

警告:
Xvive社が書面上で承認していない変更や修正は、この機器を操
作するユーザーの権限を無効にする可能性があります。

電波使用に関する注意:
このトランスミッターは、他のアンテナやトランスミッターと
一緒に設置したり、操作したりしてはいけません。

注意:
本機は、テストの結果、FCC規則のパート15に準拠したクラスBデ
ジタル機器の制限に準拠していることが確認されています。これら
の制限は、住宅での設置において有害な干渉から合理的に保護す
るためのものです。本機は、無線周波数エネルギーを生成、使用、
放射する可能性があり、説明書に従って設置、使用しない場合、無
線通信に有害な干渉を引き起こす可能性があります。特定の設置
場所で干渉が起こらないという保証はありません。本機がラジオや
テレビの受信に有害な干渉を引き起こす場合は、本機の電源を切
ったり入れたりすることで判断できますが、以下の方法で干渉を修
正することをお勧めします。
本機がラジオやテレビの受信に有害な影響を与える場合は、次のよ
うな対策をとることをお勧めします。

- 受信アンテナの向きを変えたり、場所を変えたりする。
- 機器とレシーバーの距離を離す。
- 本機を、レシーバーが接続されている回路とは別の回路の
  コンセントに接続する。
- 販売店または経験豊富なラジオ/テレビ技術者に相談する。

1. U5のマニュアルに記載されていることをよく守ってください。
2. U5のマニュアルに記載されている以上の調整(改造など)を行わな
いでください。本機が以下のような状態になった場合は、修理が必要
です。
- 液体をこぼしたり、本機の中に物を落としてしまったとき。
- 本機が雨や湿気にさらされたとき。
- 本機が正常に動作しないとき、または性能が著しく変化したとき。
- 本機を落としたり、筐体を破損した場合。
3. ラジエーター、ヒートレジスター、熱を発する機器などの熱源の近く
に置かないでください。
4. 機器内に異物や液体が入らないようにしてください。水の近くで使
用したり、置いたりしないでください。
5. お手入れは、乾いた布で拭いてください。
6. Xvive社が指定したアタッチメントやアクセサリーのみを使用してく
ださい。
7. 大音量での長時間の試聴は、回復不能な難聴や損傷を引き起こす
可能性があります。
常に "安全なリスニング "を心がけてください。

誤った使い方をすると、充電式電池が漏れることがあります。
また最悪の場合には、以下の危険性があります。
- 爆発
- 火災
- 発熱
- 煙やガスの発生
  Xviveは、乱用や誤用によって生じた損害について、一切の
  責任を負いません。
- 子供の手に届かないところで保管してください。
- 充電式電池の充電には、Xviveが推奨する充電器を使用して
  ください。
- 正しい極性を守ってください。
- 充電した充電池は、端子同士が接触しないように梱包・保管
  してください。
- 湿気に晒さないでください。
- 充電式電池を使用した製品は、使用後にスイッチを入れてく
  ださい。
- 充電式電池は、周囲の温度が10°C/50°Fから40°C/104°Fの
  間でのみ充電してください。
- 充電式電池を長期間使用しない場合は、定期的に充電してく
  ださい（約3ヶ月に1回）。
- 傷つけたり分解したりしないでください。
- 60°C/140°F以上に加熱しないでください。例えば直射日光に
  当てたり、鍋に入れたりしないでください。
- 明らかに欠陥のある製品からは、ただちに充電式電池を取り
  外してください。
- 欠陥のある充電式電池を使用し続けないでください。
- Xviveが指定した充電式電池のみを使用してください。
- 充電式電池は、専用の回収場所で廃棄するか、専門の販売店     
  に返却してください。
- 製品は、涼しく乾燥した室温（約20℃）の場所に保管してく
  ださい。
- 長期間使用しない場合は、充電式電池を取り外してください。

① マイクロフォンカプセル
②  3.5㎜ TRSジャック付き
     接続ケーブル（1.6m)
③  マイクロホンクリップ
④  フォームウィンドシールド

1   3ピンの電源ターミナル
2   バッテリープルタブ

① ミュートボタン：マイク入力の音量をオフにする
②③ ゲインボタン：入力のゲインレベルを、
    マイク：-6～＋12dB、ライン：0～＋12dB
    の範囲で変更します。
④ CHスイッチ：チャンネルを1～6から選択する
⑤ Mic/Line入力モード：
    ラベリアマイクを使用する場合は"Mic"、
    ダイナミックレンジの広い機器を使用する場合は"Line"を選択
⑥ 電源スイッチ：本機の電源のオン／オフ、およびホールド
    モードの維持を行います。ホールドモードでは、すべての
    コントロールが無効になり、連続して使用することができます。
⑦ USB充電ポート(micro USB Type-B)
⑧ OLEDディスプレイ：バッテリー残量、選択チャンネル、
    ゲイン、クリップ、ミュートを表示
⑨ U5Bバッテリー用バッテリーコンパートメント
⑩ ベルトクリップ
⑪ パワーステータスLED
⑫ 入力：モノラル3.5㎜ TRS入力

① RFチャンネル表示：チャンネルスイッチボタンを押して
    チャンネルを選択します。
② 入力ゲイン：マイク：-6～＋12dB、ライン：0～＋12dB
③ バッテリー残量：トランスミッターのバッテリー残量を表示
④ 入力クリップ：ピーク表示。クリップLEDが点灯すると、
    音のレベルが超えていることを示します。

⑤ オーディオミュート：ミュートボタンを押して入力音声をオフにします。
    本機が動作していないときは、画面の輝度が下がります

※待機時間が長いと画面は暗くなります

①② T1およびT2の2チャンネルの出力ゲイン：-54dB～+24dB
③ S/Mスイッチ：【レシーバーの出力モード】を参照
④ 電源ステータスLED
⑤ 電源スイッチ：本体のオン／オフを切り替え、ホールドの設定が
    できます。電源スイッチがホールドの位置に設定されている間は、
    本機のすべての機能が無効になります。
⑥ USB充電ポート(micro USB Type-B)
⑦ オーディオ出力(ステレオ3.5㎜ TRS端子)
⑧⑨ チャンネルスイッチおよびT1/T2 RFステータスLED
    LED ON =トランスミッターがオンで、リンクが確立されている状態
    LED点滅＝信号の接続に障害がある状態
    LED消灯＝トランスミッターがリンクされていない状態
⑩⑪ T1およびT2チャンネルのミュートスイッチ
  （ステータスLED搭載）
⑫ OLEDディスプレイ：
    バッテリー残量、チャンネル、ゲイン、クリップ、ミュートを表示
⑬ デジタル一眼レフカメラ用シューマウントアダプター
  （3/8"メスネジアダプター付き）
⑭ バッテリーコンパートメント：【バッテリーの取り付け】を参照

*【リチウムイオン充電池の安全上の注意】を参照

ワイヤレスシステムのパフォーマンスを
向上させるためのヒントと方法



レシーバー LV1ラベリア・マイクロホントランスミッター
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製品仕様

周波数特性：2400～2483.5MHz
ワイヤレスレンジ：最大30m
（RF信号の吸収、反射、干渉によって左右されます)
ダイナミックレンジ：MIC…99dB、LINE…107dB
SN比：MIC…95dB、LINE…107 dB
バッテリー駆動時間：5時間 (Xvive U5Bバッテリー)
RF感度：-86dBm
全高調波歪：0.2%
RF出力：10mW E.I.R.P. max

U5Bバッテリー

1. 電圧：3.8V DC
2. 定格容量：830mAh
3. 寸法：30×13×31㎜

クイックスタート

レシーバーの出力モード

使用例

トランスミッターインプットモード

バッテリーと充電

製品仕様

1.ラベリア・マイクロホンのセットアップ

6. カメラとレシーバーの設定
• デジタル一眼レフカメラのメニューを開き、
  音声録音のオプションに移動します。
• 音声入力レベルコントロールを「マニュアル」
  モードに設定。
• 録音レベルを調整してください。
  デジタル一眼レフカメラのディスプレイで出力   
  レベルを確認します。クリップライトが点灯す
  るほどではありませんが、信号が強くなるよう
  にレベルを調整してください。

2.トランスミッターの接続
3.5㎜ TRSラベリアマイクのケーブルをトラ
ンスミッターに接続します。

2チャンネルのレシーバーで、2台のU5
トランスミッター（ラベリアマイクに接続）
からの音声を受信し、インタビューや2人
での放送などに使用できます。

ワイヤレス音声を録音機器に送信 同じチャンネルに設定された2台のレシーバーを2台のデジタル
一眼レフカメラにそれぞれ接続して、同じワイヤレス音声を収録。

1台のU5トランスミッター（ラベリアマイク）と
1台のU4トランスミッター（ミキシングコンソール
またはサウンドインターフェース）から音声を受信
するデュアルチャンネルレシーバー。

4. 電源を入れる
電源スイッチを“on”にすると、画面が
点灯します。

5. トランスミッターとレシーバーの
ペアリング
トランスミッターとレシーバーを同じチャン
ネルに設定してペアリングを行います。接続
が成功するとレシーバーの緑色LEDが点灯
します。干渉を避けるため、T1とT2には異
なるチャンネルを使用する必要があります。

音声入力機器に応じて、入力レベルを設定します。ラベリアマイクの場合はMIC、オーディオミキサーなどのライ
ンレベルのオーディオ機器の場合はLINEを選びます。マイクモードの入力ゲインは-6～＋12dB、ラインモード
の入力ゲインは0～＋12dBです。プリセットはそのモードで保存されます。

U5のトランスミッターとレシーバーには、Xvive U5B充電式リチウム電池が1個ずつ使用されています。バッテリーはU5トランスミッター
またはレシーバーに装着したまま充電が可能です。また、別売りのU5Cバッテリーチャージャーと3個のバックアップ用U5Bバッテリーを
使用することもできます。U5のパッケージには、デュアルUSB充電ケーブルが含まれており、5VのUSB充電アダプターやその他のUSB
充電デバイスに接続し、トランスミッターとレシーバーを同時に充電することができます。
注：充電中は電源スイッチをオフにしてください。充電中はU5を使用しないでください。電池の寿命が短くなる可能性があります。

S モード
S（ステレオ）モードは、2つの音声入力をカメラのマイク入力に送る
際に、左右に完全にパンニングして合成するモードです。T1の信号
はレシーバーの左出力チャンネルからカメラに送られます。
オーディオソースT2は、その音声を右出力チャンネルに送ります。
T1とT2の出力ボリュームを調整すると、それぞれの出力ボリューム
(L/R)が独立して変化します。この方法では、編集・ミックスの段階で
信号のバランスやミックスを自由に変更することができます。

トランスミッター
1.POWERスイッチを長押しして、電源を切ります。
2.バッテリーボタンを押してスライドさせると、バッテリーボック
　スが開き、バッテリーを取り付けることができます。
3.U5B電池を端子が正しい向きになるように挿入します。  
　バッテリーボックスの蓋が確実にロックされていることを確認 
   してください。

M モード
M（モノ）モードは、T1とT2の音声信号をミックスして、同じ音
声信号をLとRの出力チャンネルに送ります。出力の音量は左右
別々に設定できますが、映像を記録した後にレベルブレンドを
変更することはできません。

3.レシーバーとデジタルカメラの接続
シューマウントアダプターをカメラにスライ
ドさせ、クランプネジを締め、レシーバーを
固定します。レシーバー出力とカメラ入力を
3.5㎜TRSケーブルで接続します。

>25cm
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バッテリーの取り付け
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*入力レベルが低すぎませんか？
U5レシーバーの出力レベル、またはカメラの入力レ
ベルを上げてください。

*左チャンネルと右チャンネルの音量が不均衡になっ
ていませんか？
・ モノラルモード：2つのトランスミッターの入力ゲイ
ンコントロールを調整してバランスをとってください。
・ ステレオモード：2つのトランスミッターの入力ゲイ
ンコントロールを調整するか、レシーバーの出力レベ
ルを調整してください。
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Mic modeLine mode
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レシーバー
1. POWERスイッチを長押しして、電源を切ります。
2. シューマウントアダプターの底部の締め付けネジを緩める。
3. バッテリーボタンを押してスライドさせると、バッテリーボックスが
    開き、バッテリーを取り付けることができます。
4. U5B電池を端子が正しい向きになるように
    挿入します。
    バッテリーボックスの蓋が確実にロック
    されていることを確認してください。

* U5を初めて使用する前に、バッテリー
  を完全に充電してください。
* 充電中は、電源状態表示LEDが点灯
 します。完全に充電されると、電源状態
 表示LEDは自動的に消灯します。

動作温度範囲：-18°～57°
（バッテリーの特性により制限される場合があります）
チャンネル数：最大6チャンネル
レイテンシー：6ms
ハイレゾリューション・オーディオ：24ビット/48kHz
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クリップの取り付け

2 3 4

a) Xvive LV1ラベリアマイクにマイククリップを取り付けます。
b) 必要に応じてクリップオンマイクを衣服に取り付けます。
c) マイクのケーブルは、摩擦音を避け、ケーブルとトランスミッターのアンテナ
    が交差しないようにしてトランスミッターに接続してください。
d) Xvive LV1のマイクは、無指向性のピックアップパターンを持っています。
　口や音源から25㎝以上離して使用してください。
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USB電源
アダプターに
接続

* 常に常温で保存。
* 本機を保管する際には、定期的にバッテリーの
充電状態を確認し、必要に応じて充電してください。

0:15
0:30
1:00 
2:30

30 min
1 hours
2 hours
5 hours

充電時間
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LED消灯 = 100% ～ 30%
赤色点灯 = 29% ～ 11%
赤色の点滅 = less than 10%
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  1. サイズ：51×34×65㎜
  2. 重量：55.2g（電池含まず)
  3. トランスミッタータイプ : ベルトパック
  4. ハウジング: 成形プラスチックおよび鋳造金属
  5. 充電電圧・電流：5V 2A
  6. インピーダンス : 入力4.7k (1KHz)
  7. オーディオ入力端子：3.5㎜モノラルTRSジャック
  8. 周波数特性：20Hz～20KHzの幅広い周波数特性
      マイクモードには100Hzハイパスフィルターを搭載
  9. RMS：入力最大RMS（Gain=0dB）＝
      Mic…460mV RMS、ライン…2V RMS
10. ファンタム電源：マイクモード…5V 5V、ラインモード…なし
11. バッテリー：Xvive U5Bバッテリー(3.8V充電式リチウムイオン、830mAh)
12. 連続使用時間: 最大5時間
13. アンテナのインピーダンス: 50Ω
14. アンテナタイプ: 1/4波スリーブダイポール、非脱着式
15. アンテナの数：1
16. ディスプレイ: OLED
17. 入力ゲイン調整範囲：
      マイク：-6～＋12dB、ライン：0～＋12dB
18. RF出力レベル：10mW
19. オーディオ出力の最大レベル：
      マイク入力: -20dB / Vライン入力: +6dBV

  1. レシーバーのタイプ：ベルトパック
  2. サイズ：54×44×65㎜
  3. 重量：53g（バッテリー含まず)
  4. ハウジング：プラスチックと金属の成型品
  5. 充電電圧・電流：5V 2A
  6. バッテリー：Xvive U5Bバッテリー：3.8V充電式リチウムイオン、830mAh
  7. インピーダンス：出力470 Ω(1KHz)
  8. 出力端子：3.5㎜ステレオTRSジャック
  9. 最大出力レベル：2V RMS
10. 連続使用時間：最大5時間
11. アンテナインピーダンス：50Ω
12. アンテナタイプ：1/4波スリーブダイポール、着脱不可
13. アンテナ数：4
     （両チャンネル同時受信のトゥルーダイバーシティ同時）
14. ディスプレイ：OLED
15. オーディオ出力最大レベル：0dBV
16. 周波数特性：20Hz～20kHz
17. 出力ゲイン調整範囲：-54dB～+24dB

1. マイクロフォン：エレクトレットコンデンサーマイク
2. サイズ：Φ8×19㎜（ケーブル：1.6m)
3. 重量：13g
4. 指向性：無指向性
5. 感度：-32dB ±3dB
6. 周波数特性：30Hz～20,000Hz
7. インピーダンス：2.5kΩ±30

8. SN比：75dB
9. 消費電流：最大400A
10. 動作電圧：3.3V（2.5V～10V)
11. 最大入力音圧レベル：120dB SPL

4. 重量：23g
5. ワット時：3,15Wh
6. 最大充電電圧：4.35V

3.5㎜（1/8インチ）の出力を持つオーディ
オ機器で使用します。トランスミッターの
ゲインを上げると、ダイナミックレンジが
大きくなります。

ラベリア・マイクに5Vのファンタム電源を供給します。トランス
ミッターの入力ゲインを最適化することで、マイクの感度を上げ、
ピックアップレンジを広げ、SN比を向上させることができます。

電源状態のステータスLED
電源の状態を示す表示

電池

1


